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こ
の
諸
外
国
の
勢
い
に
抗
し
て
い
わ
ゆ
る
義
和
団
の
事
件
が
起
っ
た
が
、
連
合
軍
の
北
京
占
領
を
も
っ
て

清
国
は
各
国
と
講
和
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
と
く
に
露
の
極
東
へ
の
浸
出
行
動
は
著
し
く
東
清
鉄
道
、

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
完
成
な
ど
を
も
っ
て
、
い
よ
い
よ
露
骨
な
侵
略
意
図
を
現
わ
し
、
や
が
て
は
こ
れ
を
阻
止

し
よ
う
と
す
る
日
本
と
の
間
に
日
露
戦
争
を
招
来
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

家
康
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
特
に
述
べ
る
必
要
は
な
い
程
知
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
た
だ
、
徳
川
三

百
年
の
太
平
の
基
礎
を
築
い
た
筈
の
彼
が
、
何
と
な
く
国
民
的
人
気
が
な
く
、
狸
お
や
じ
と
い
う
よ
う
な
別

 

徳
川
家
康
。
後
水
尾
天
皇
の
元
和
２
年
（
１
６
１
６
年
）
没
す
。 

 

北
畠
親
房
（
責
族
・
武
将
）
没
す
。
後
村
上
天
皇
の
正
平
９
年
（
１
３
５
４
年
）
で
あ
る
。
彼
は
南
朝
の

重
臣
で
万
里
小
路
宣
房
、
吉
田
定
房
と
と
も
に
後
に
三
房
と
称
さ
れ
た
。 

 

当
時
の
大
政
官
奏
上
と
し
て
「
新
た
に
溝
池
を
造
り
、
開
墾
を
営
む
者
あ
ら
ば
、
多
少
に
限
ら
ず
、
給
し

て
三
世
に
伝
え
し
め
ん
」
と
書
き
と
ど
め
て
い
る
。
三
世
と
は
本
人
・
子
供
・
孫
の
三
代
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
年
は
聖
武
天
皇
即
位
の
年
で
農
民
の
人
口
も
増
え
、
耕
地
が
不
足
し
て
来
た
の
で
、
そ
の
対
策
と
し
て

荒
地
の
開
墾
を
す
す
め
、
そ
の
恩
典
と
し
て
三
代
に
限
り
土
地
の
私
有
を
認
め
た
わ
け
で
あ
る
。
当
時
は
土

地
私
有
は
認
め
ら
れ
ず
、
い
わ
ゆ
る
班
田
収
授
制
に
よ
り
貸
与
さ
れ
た
土
地
か
ら
の
収
益
の
何
割
か
を
租
と

し
て
納
め
る
制
度
で
あ
っ
た
。 

 

田
地
の
開
墾
を
す
す
め
る
（
三
世
一
身
法
）
神
亀
元
年
（
７
２
３
年
）
４
月
１
７
日
。 

 

こ
の
三
国
干
渉
は
、
諸
外
国
が
清
国
内
に
自
国
の
権
益
を
確
保
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
っ
て
、
事
実
、
翌
年
、
露
と
東
清
鉄
道
に
つ
い
て
の
密
約
、
仏
と
海
南
島
不
割
譲
協
約
の
締
結
、
独
の
膠

州
湾
占
領
、
つ
づ
い
て
租
借
、
露
の
大
連
・
旅
順
租
借
、
英
の
咸
海
衛
租
借
、
露
の
関
東
州
の
設
置
、
仏
の

広
州
港
の
租
借
と
相
つ
い
で
清
国
に
対
す
る
欧
州
各
国
の
事
実
上
の
侵
略
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

明
治
２
７
年
（
１
８
９
４
年
）
七
月
に
始
ま
っ
た
日
清
戦
争
は
日
本
の
勝
利
の
う
ち
翌
年
を
迎
え
、
北
京

は
南
北
両
方
か
ら
挟
撃
さ
れ
る
形
勢
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
驚
い
た
清
国
は
３
月
１
９
日
全
権
弁
理
大
臣
李
鴻

章
を
派
遣
し
て
来
た
の
で
、
わ
が
方
は
下
関
の
春
帆
楼
に
お
い
て
伊
藤
博
文
・
陸
奥
宗
光
ら
を
し
て
之
と
談

判
せ
し
め
た
。
そ
の
結
果
４
月
１
７
日
に
至
り
講
和
条
約
調
印
の
運
び
と
な
っ
た
。
そ
の
主
な
る
内
容
は
清

国
は
朝
鮮
を
属
国
扱
い
し
な
い
こ
と
、
遼
東
半
島
・
台
湾
等
の
割
譲
、
賞
金
二
億
両
（
邦
貨
約
三
億
円
）
の

支
払
、
蘇
州
等
四
港
の
開
港
な
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
わ
ず
か
１
週
間
後
の
２
３
日
に
露
独
仏
三
国
が
遼

東
還
付
を
勧
告
す
る
い
わ
ゆ
る
三
国
干
渉
が
起
り
、
日
本
も
力
不
足
、
不
承
不
承
こ
れ
に
従
わ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。 

 

こ
の
日
は
明
治
２
８
年
（
１
８
９
５
年
）
下
関
条
約
調
印
の
日
で
あ
っ
た
。 

 

地
声
寸
言 

 

第
六
十
四
回
「
四
月
十
七
日
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

相
沢 

英
之 

1 
 

後
醍
醐
天
皇
の
信
任
あ
っ
て
く
、
父
親
の
例
を
こ
え
大
納
言
に
任
官
。
元
弘
３
年
（
１
３
３
３
年
）
義
良

親
王
を
奉
じ
、
長
男
顕
家
と
と
も
に
陸
奥
国
に
下
る
。
建
武
２
年
（
１
３
３
５
年
）
足
利
尊
氏
が
建
武
政
権

に
そ
む
く
と
上
洛
。
同
年
の
尊
氏
東
上
で
伊
勢
に
の
が
れ
る
。
後
、
再
度
の
陸
奥
下
向
を
企
て
た
が
遭
難
し
、

常
陸
に
漂
着
、
近
隣
豪
族
の
軍
勢
催
告
を
行
っ
た
が
失
敗
し
、
吉
野
に
戻
る
。
後
、
正
平
統
一
に
功
左
っ
て

准
后
と
な
る
が
、
京
都
占
領
に
失
敗
し
、
吉
野
の
賀
名
生
に
退
却
、
そ
の
地
で
没
し
た
。
こ
の
間
、
親
房
が

寄
寓
し
た
筑
波
山
麓
の
小
田
城
で
著
し
た
歴
史
書
が
神
皇
正
統
記
（
じ
ん
の
う
し
ょ
う
と
う
き
）
で
あ
っ
て
、

神
代
か
ら
の
皇
位
継
承
の
経
緯
を
述
べ
、
と
く
に
後
醍
醐
天
皇
に
か
か
わ
る
部
分
に
力
を
入
れ
、
南
朝
の
正

統
性
を
独
自
の
政
道
思
想
に
よ
っ
て
主
張
し
て
い
る
。
天
皇
の
超
越
的
性
格
と
三
種
の
徳
を
あ
わ
せ
て
説
き
、

神
国
思
想
を
強
く
打
ち
だ
し
た
こ
と
は
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。 
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称
を
貰
っ
て
い
る
の
は
、
ど
う
い
う
訳
か
な
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
日
本
人
の
判
官
贔
屓
の
裏
が
え
し
か
な

と
い
う
気
も
な
く
は
な
い
。 

 

杉
田
玄
白
（
医
学
者
）
仁
考
天
皇
の
文
化
十
四
年
に
没
し
て
い
る
。 

 

す
ぎ
た
げ
ん
ぱ
く
江
戸
中
期
の
蘭
方
医
・
蘭
学
者
。
若
狭
国
小
兵
藩
医
。
名
は
翼
、
号
は
鷧
斉
（
い
さ
い
）

の
ち
九
幸
。
玄
白
は
通
称
。
塾
名
は
天
真
楼
。
江
戸
生
ま
れ
。
漢
学
を
宮
瀬
龍
門
に
、
蘭
方
外
科
を
西
玄
哲

に
学
ぶ
。
山
脇
東
洋
の
解
剖
観
察
に
刺
激
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
に
オ
ラ
ン
ダ
流
外
科
に
つ
い
て
質
問
、
蘭

書
の
入
手
に
つ
と
め
た
。
明
和
８
年
（
１
７
７
１
年
）
小
塚
原
刑
場
で
死
体
の
解
剖
を
観
察
、
携
帯
し
た
オ

ラ
ン
ダ
語
解
剖
書
「
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
」
の
内
景
図
が
実
景
と
符
合
し
て
い
る
こ
と
に
驚
嘆
、
同
志

と
翻
訳
を
決
意
。
７
４
年
（
安
永
三
）
「
解
体
新
書
」
五
巻
と
し
て
公
刊
し
、
蘭
方
医
書
の
本
格
的
翻
訳
の

先
駆
と
な
っ
た
。
会
読
・
翻
訳
・
公
刊
の
苦
心
は
晩
年
の
回
想
録
「
蘭
学
事
始
」
に
詳
し
い
。
以
後
、
診
療

と
後
進
の
育
成
に
尽
く
し
た
。
多
趣
味
で
、
「
後
見
草
」
「
野
叟
独
語
」
な
ど
社
会
批
判
の
書
も
あ
る
。
（
以

上
、
日
本
史
広
辞
典
、
山
川
出
版
社
か
ら
引
用
） 

 

菊
池
寛
の
「
蘭
学
事
始
」
は
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
読
解
の
苦
心
を
綴
っ
た
名
文
で
あ
っ
て
、
「
う

ず
た
か
し
」
の
一
語
を
解
読
し
た
喜
び
を
い
き
い
き
と
伝
え
て
い
る
。 

 

読
者
諸
賢
い
さ
さ
か
飽
き
ら
れ
た
か
。 

 


